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　「地域で活かす温泉－生命と心のサンク
チュアリー温泉新時代へ」をテーマに、「健
康と温泉フォーラム2018 in阿賀野市」が
新潟県阿賀野市で開催されますことを心
よりお祝い申し上げます。
　また、昨年 10 月に当市において開催さ
せていただきました際には、遠路、多く
の方に足を運んでいただき、ご参加ご協
力いただきましたこと、改めてお礼申し
上げます。

１　倉吉市の概要
　倉吉市は、鳥取県中部に位置する人口
約５万人の市です。“ 倉吉 ” の地名の由来
は “ 暮らし良し ” とも言われており、恵
まれた自然環境と豊富な農産物を有し、
人柄は穏やかで、長年培われた歴史・文化・
芸術が今でも人々の生活に息づく山陰の
中核都市です。
　市内には国の重要伝統的建造物群保存
地区として選定されている打吹玉川地区
を中心に、江戸時代末期から昭和初期ま
でに建てられた家屋や土蔵が多く残り、
その街並みは、往時の面影を残す懐かし
い佇まいをみせています。
　市の南部、中国地方の名峰大山の東山
麓に位置する関金温泉は、養老年間（717
年～ 724 年）に鶴が怪我を癒すために入
浴しているところを行基が発見し、弘法
大使が再興したと伝えられています。700
年代後半に伯耆国の国庁が倉吉市におか
れたことから、湯治場として、また、山
陰と山陽をつなぐ備中街道の要所にある
ことから宿場町として栄えてきました。
お湯の見た目は無色透明で、その美しさ
から「白金（しろがね）の湯」とも呼ば
れています。泉質は神経痛やリウマチな
どによいとされる単純弱放射能泉で、湯
治客や地元の方など多くの方に親しまれ
ています。自然環境に恵まれ、泉質の療
養的な効果が高いことから、国民保養温
泉地（昭和 45 年）と日本の名湯百選（平
成23年）に選ばれています。

２　関金地区の取り組み
　山陰屈指の古湯である関金温泉は、平
成 29 年度に開湯 1300 年を迎え、関金の
原点である源泉（＝温泉）に立ち返り、
皆で未来の関金像を考えていこうという
思いのもと、源泉回帰「関金温泉開湯
1300 年祭」を開催しました。この中で、
関金地区に脈々と受け継がれてきた温泉、
歴史、伝統文化、豊かな自然などの地域
資源を再認識することからはじめ、観光、
健康、文化、地域などの様々な視点から
これを磨き上げ、組み合わせることで、「関
金ならでは」を感じることができる体験
を作り上げてきました。

　また、平成 30 年度は、鳥取県西部に位置
する名峰 大山が開山 1300 年を迎えたことか
ら、関金地区で取り組んだ事業を大山の歴
史と結び付けながら、民間団体が主体となっ
て取り組み、さらなる磨き上げやＰＲを行っ
ているところです。
　この中で、関金温泉を中心として、大山
の東山麓に広がる地域資源の魅力を発信し、
東大山山麓の地域ブランディングを目的と
した「東大山古道トレッキング」では、関
金温泉と旧国鉄倉吉線廃線跡を結ぶトレッ
キングコースが、温泉と健康を意識したメ
ニューとして定着するとともに、関金温泉
街を中心としたウォーキング文化が広がっ
ていくことを期待するものです。
　また、かつて関金地区で盛んであった「た
たら文化」を気軽に体験してもらう「ミニ
たたらワークショップ」では、関金地区の
文化に触れてもらう新たな体験メニューと
して、将来的な観光商品化も視野に入れて
います。
 
３　関金温泉国民保養温泉地計画の推進
　平成 24 年に国民保養温泉地の指定に係る
基準が見直されたことを踏まえ、平成 30 年
７月に新たな関金温泉国民保養温泉地計画
の承認を受けたところです。
　今年度は、関金温泉国民保養温泉地計画
の推進にあたり、温泉街を一望できる亀井
公園の環境整備を行い、ウォーキング環境
や温泉街周辺の景観整備を実施しています。
また、温泉街を中心に周辺エリアも含めた
ウォーキングマップや看板の整備を行い、
誰もが自由にウォーキングを楽しめる環境
づくりを予定しています。
　さらに、関金温泉を訪れた人々が温泉を
はじめ自然、文化、交流、健康づくりなど
を楽しみながらゆっくりと滞在し、心身と
もに健康となれる新たな地域活性化のコー
ディネーターとして「地域おこし協力隊」
の募集を行っているところです。
　本計画を今後の関金温泉の温泉地づくり
の方向性として、関金温泉旅館組合や地域
団体とも連携を図り、自然、食、文化など
地域資源を楽しみながら中期的に保養・休
養できる健康増進の場として、市民と湯治
客が往来する賑わいある温泉地をめざして
まいります。
 
４　おわりに
　本フォーラムにおける事例発表や意見交
換を通じて、温泉が観光分野のみならず健
康分野の利活用や温泉を中心とした地域活
性化など、各温泉地の取り組みに広がって
いくことを期待しております。　
　結びになりましたが、本サミットの開催
にあたり、ご尽力賜りましたＮＰＯ法人健
康と温泉フォーラムをはじめ、開催実行委
員会、関係者各位に敬意を申し上げ、ご挨
拶とさせていただきます。

 

　本日、「地域で活かす温泉－生命と
心のサンクチュアリ－温泉新時代へ」
をテーマに、「健康と温泉フォーラム
2018 in 阿賀野市」が、ここ新潟県五
頭温泉郷で盛大に開催されますことを
お祝い申し上げますとともに、全国各
地からお越しいただきました皆さまに
市民一同心から歓迎申し上げます。
 
１　阿賀野市の概要
　本市は、新潟県の北東部、新潟平野
のほぼ中央に位置し、県都新潟市に隣
接しています。平成16年4月に4町村が
合併し、市の西側を流れる大河「阿賀
野川」を由来として阿賀野市として誕
生しました。東に標高千メートルほど
の県立自然公園「五頭連峰」を背に、
田園風景と自然豊かな景観が広がって
います。
　江戸時代には、幕府直轄の天領とし
て代官所が、明治2年には越後府として
水原県が置かれ、越後における政治・
経済・行政の中心となり、まさに新潟
県政発祥の地でもあります。
　五頭連峰は弘法大師が開山したと伝
えられ、信仰の山であるとともに、多
様な登山ルートがあり、毎年多くの登
山者で賑わっています。また、山麓一
帯は全国森林浴の森百選に指定され、
自然散策や沢登り、ハイキング、キャ
ンプなどのアウトドア施設も整備され
ています。
  五頭連峰の麓には、開湯1200年を誇
る新潟県最古の温泉地である出湯、今
板、村杉の3つの温泉地からなる五頭温
泉郷が静かな佇まいをみせ、多くの方
から天然ラジウム温泉を楽しんでもら
っています。
　また、本市には日本で初めて白鳥の餌
付けに成功した「瓢湖」があります。
瓢湖は、ラムサール条約の登録湿地で
もあり、毎年、10月になると５千羽余
りの白鳥が飛来し全国有数の白鳥の湖
として知られ、3月中旬まで市内の至る
所で、シベリアからの冬の訪問者であ
る白鳥を日常の風景として間近に観察
することができます。
　 本市の基幹産業は、稲作を中心とし
た農業となっています。阿賀野川や五
頭連峰から流れ出る豊富な水と肥沃な
大地で生産されるコシヒカリをはじめ、
野菜や山菜、果物、牛乳など安全で安
心な農産物を生産しています。また、
新潟県酪農発祥の地でもあり、新鮮な
生乳から製造されるヤスダヨーグルト
は全国ブランドになっています。
近年、若手農業者の確保育成や園芸に
興味を持つ者の研修の場として温度や
肥料管理を自動化させた情報通信技術
（ICT）園芸ハウスを整備し、トマトを
栽培しており、収穫されたトマトは直
売所などでの販売ほか学校給食での利
用や五頭温泉郷の旅館で新たなメニュ
ーを開発し提供されています。

２　温泉をはじめとする地域資源の活用
（WALK ＆ EAT五頭温泉郷 ～秘密の散
歩道～）
　本市では、地域資源を活用した取り組
みの一つとして、国民保養温泉地の散策
と地元グルメ（地産地消の食材）、景観、
温泉を組み合わせ体感できるウォーキン
グイベント「WALK＆EAT五頭温泉郷～
秘密の散歩道～」を開催し好評を得てい
ます。これは、五頭温泉郷の若旦那や若
女将たちが企画したもので、地元の人し
か知らないような秘密の散歩道（遊歩道）
などの散策と３つの温泉地の名所などを
めぐり、各ポイントで地域の美味しいご
飯や旬の食材を使った一品料理、スイー
ツなどの食のおもてなしと地域の方々と
の会話など交流を楽しみ、温泉とともに
五頭山麓の魅力を身近に堪能していただ
けるイベントです。参加者が温泉入浴に
加えて、自分たちのペースでゆったりと
大自然に触れながら、併せて地域の食を
堪能する。まさに「新・湯治」といった
取り組みが行われています。
　今後、これが一つのイベントだけにと
どまらずいつでも継続的に体感できる体
制づくりが必要であると考えています。
 
３　市立笹岡小学校４年生総合学習
　笹岡小学校は、五頭温泉郷のある阿賀
野市笹神地区（旧笹神村）にある全校児
童数178名の小学校です。この小学校で
は、４年生が五頭温泉郷の歴史、特徴を
調べるとともに、温泉を守り自然の恵み
を生かしている人々の苦労や生きがい、
温泉への思いなどを知り、五頭温泉郷の
良さを多くの人々に伝えようと総合学習
に取り組んでいます。子ども達は、実際
に温泉地に出向き、基本調査と旅館見学
など地域の方との交流を通じそこで学び
感じたことを発表されています。
　子ども達からは、自分たちの自慢でき
る温泉であり地域の宝ものでもあるとの
思いが強く感じられ、私たちもそうした
思いをしっかりと受け止め、支えていき
たいと改めて感じたところです。
　また、子ども達には、これからも引き続
きこの地域を愛し、五頭温泉郷の良さを多
くの人に伝えてほしいと願っています。
 
４　終わりに
　市民の健康づくりには、温泉を欠くこ
とができないものと考えております。
この度、本フォーラムにおいて、温泉を
活用した健康づくりやひとづくり、まち
づくりの必要性を再確認するとともに、
今後さらに、この温泉という地域資源を
活かす取り組みを関係者及び地域と一体
となって進めてまいりたいと考えており
ます。
　結びに、フォーラムの開催に多大な御
尽力を賜りましたNPO法人健康と温泉フ
ォーラム並びに関係各位のご努力に敬意
を申し上げ、御挨拶といたします。
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「地域で活かす温泉―生命と心のサンク
チュアリー、温泉新時代へ」をテーマに、
「健康と温泉フォーラム2018ｉｎ阿賀野
市」が新潟県阿賀野市で開催されます
ことを、心よりお祝い申し上げます。
　
菊池市は、熊本県北東部に位置し、阿蘇
外輪山を源流とする菊池川が肥沃な大
地を作り出し、米や野菜、畜産など多彩
な農林畜産物が育まれています。
　今から約700年前の南北朝時代、市名
に名を残す豪族「菊池一族」が九州で大
いに活躍し、繁栄したのはこの恵まれた
自然があったからだと言われています。
　また、「渓谷美の極致」とも称される菊
池渓谷は、春の瑞々しい新緑、夏の木陰
と清流、秋の渓流に映える紅葉、冬の雪
景色など、四季を通して様々な美しさを
見せ、人々の心を和ませています。
　
菊池温泉は、昭和29年に町なかで湧出
し、平成23年10月に「日本の名湯１００
選」の認定を受けました。４５℃の温度
を保った天然の温泉は、無味・無臭・無
色透明のアルカリ性で、肌に優しく柔ら
かい泉質は美容・神経痛・リウマチなど
に効能があると言われています。別名「
美肌の湯」「化粧の湯」と呼ばれるほど肌
ざわりがよく、女性をはじめ多くの観光
客に親しまれています。現在、約１０軒
の宿があり、それぞれの宿で泉源を持
つほど湯量が豊富であることも自慢で
す。
　
菊池温泉の湧出は、掘削を主導された
当時の商工会長が夢の中で見たという
「白龍」が起源と言われています。この「
白龍」伝説を基に、毎年８月に開催され
る「きくち夏まつり」では長さ50ｍ、重さ
400kgにもなる巨大な２体の白龍が商
店街を練り歩き、勢いよく演舞する姿は
圧巻の一言です。平成28年１月に東京・
浅草（まるごとにっぽん）で演舞を披露
したことをきっかけに、同年８月には横
浜（日産スタジアム）で開催された「もも
いろクローバーＺ」コンサート、平成29
年１月には東京（東京ドーム）で開催さ
れた「ふるさとまつり東京」で演舞を披
露し、その迫力ある姿で多くのお客様を
魅了しました。

　本市では、平成13年度より温水プー
ルや温泉を活用した健康づくり事業の
推進を図っており、健康づくりの支援体
制の整備と併せてグループや団体の組
織をつくり、自助による市民主体の活動
へと移行してきました。
　
更に、温泉を活かした「予防医学」と「長
期滞在型観光」の振興も視野に、平成27
年度より、保健指導機関と観光産業、行
政が連携して健康づくりを支援する『ス
マート・ライフ・ステイ』事業に取り組ん

でいます。菊池渓谷に代表される雄大な
自然に触れるアクティビティ、地域の食
材を活用した健康メニュー、肌に優しい「
菊池温泉」で過ごす癒しの時間など菊池
観光の魅力を満喫しながら、菊池養生園
保健組合（広域保健センター）で医師・保
健師らによるメディカルチェック（特定健
診）や保健指導、運動・生活に関するグル
ープワークで自身の健康を見つめ直して
いただく、充実したプログラム内容とな
っています。アクティビティには、陸上に
比べて体にかかる負担が少なく、血行促
進などの効果も期待できるとして、温泉
を活用した湯中運動も取り入れています
。また、ここでのプログラムが終わった後
も、保健師・管理栄養士らによるサポート
体制を整えています。参加者の検査デー
タからは改善効果が見られ、「自分の健
康づくりを見つめ直す良い機会になった
」と行動変容に繋がる声もいただいてい
ます。今年度は、福岡県市町村職員共済
組合がこの『スマート・ライフ・ステイ』事
業への参加を特定健診受検とみなして
参加費を助成いただいている他、八代市
でも住民へ向けた本事業の周知にご協
力いただいております。
　
また、観光客だけでなく、地域の方々にも
「菊池温泉」をより身近に感じ、親しんで
もらいたいという願いから、地元保育園・
幼稚園児や小学生を対象に、公衆浴場で
のマナーや入り方、菊池温泉の湧出の歴
史などを学ぶ温泉教育にも取り組んでい
ます。

私は、菊池に何度も行きたくなる、住み
たくなる『癒しの里菊池』の実現を目指し
ており、そのための重要なキーワードは「
健康」だと考えています。今、人々は心や
身体の充足＝健康を求めています。健康
で豊かに過ごしたい、だから菊池に行き
たいと選んでもらえるようなまちにした
いのです。ここ菊池には、先人たちが長く
守り続けてきた「宝」があります。豊かな
土地が育む食。悠久の時間が織り成す歴
史や文化。そして、心や身体をほっと癒し
てくれる温泉。何物にも代えがたい菊池
の「宝」であり、その全てが人々の心や身
体の充足＝健康づくりに繋がります。こ
の「宝」を求めて多くの人々が菊池に集
い、交流が生まれ、さらに魅力あるまち
へと発展していくことが『癒しの里菊池』
の実現であると考えています。そのため
に、一つ一つのコンテンツを磨き上げ、
繋げ、丁寧に商品化し、発信していくこと
が重要であると考えています。

結びに、本フォーラムの開催にあたり、多
大なご尽力を賜りましたＮＰＯ法人健
康と温泉フォーラム、新潟県阿賀野市並
びに関係各位に心からの敬意を表しまし
て、ご挨拶とさせていただきます。

渡辺 英子

昭和42年 日本体育女子短期大学卒業
昭和42年 山梨県教職員
平成15年 長坂町議会議員
平成16年 北杜市議会議員　
平成24年 北杜市議会議長

　「地域で活かす温泉一生命と心のサンクチュア
リー、温泉新時代へ」をテーマに「健康と温泉フォー
ラム 2018 in 阿賀野市」が開湯１２００年の歴史あ
る五頭温泉郷にて開催されますことを心よりお祝
い申し上げます。

1. 北杜市概要
　北杜市は、山梨県の北西部に位置し、北は八ヶ
岳連峰、東は瑞牆山、金峰山、茅ヶ岳、西は甲斐駒ヶ
岳を代表する南アルプスと周囲を山々に囲まれて
います。秩父多摩甲斐国立公園、南アルプス国立
公園、八ヶ岳中信高原国定公園、県立南アルプス
巨摩自然公園を有し、特に南アルプス地域は、ユ
ネスコエコパークに登録されるなど、全国有数の
美しい自然環境に恵まれた地域です。
　また、山岳景観に加え国蝶オオムラサキの生息
数、ミネラルウォーター生産量、日照時間が日本
一を誇るまさに「山・紫・水・明」の地です。こ
のような豊かな自然が、都心から約 2 時間という
至近な距離で楽しめることから、年間約４００万
の観光客が訪れます。
　北杜市の自然環境は、農業に最適な地としても
注目を集めています。「安心・安全・日本の台所」
として、日照時間、清らかな水、澄んだ空気など
の豊かな自然を活かし、日本穀物検定協会の食味
ランキングにて通算１０回の特Ａ評価をいだいて
る梨北米をはじめ、牛乳・チーズといった乳製品、
レタスなどの高原野菜、そばや大根などのおいし
い農畜産物を生み出しています。また、首都圏ま
でのアクセスも良いことから、これまで企業型農
業生産法人２４社が参入しています。
　北杜市は高齢化率が３６パーセントと高いです
が、介護保険料基準月額は県内で最も低いことか
ら、日常的に頂くことができる農産物、心に癒し
をくれる自然景観、これらすべてが「健康」に始
まり「幸せ」につながるもの（健幸北杜）と考え
ております。

2. ふるさと創生にむけて
　こうした中、宝島社の月刊誌「田舎暮らしの本（２
月号）」の「２０１８年度版住みたい田舎ベストラ
ンキング」にて、人口１０万人未満の「小さなま
ちランキング」総合部門１位に北杜市が選ばれま
した。この機をとらえ、「住んでよし」「訪れてよ
し」「働いてよし」を実現し、北杜市の魅力を高め
定住人口の増加を図るなど、地方創生を強化して
いるところであります。
　取り組みのひとつに「世界に誇る「水の山」プ
ロジェクト」があります。北杜市は全国でも唯一、
名水百選が３ヶ所あります。この清らかな水資源
が、人々を心身ともに健康にするといった価値と
魅力を国内外に広めながら、地域そのもののブラ
ンド化と活性化を、地元企業、市民とともに図っ
ています。
　また、恵まれた自然環境に ‘働きやすさ’ を加え
ることで、さらに北杜市の魅力を高めることがで
きると考えています。市内には、世界に誇れる技
術を持った製造企業や、飲料・食品メーカーも多く、
最近では、企業型農業生産法人の進出が増えてお
り、“ 世界に誇れる企業 ” と “ 働く人 ” を支援する
ため、『北杜市雇用創造協議会』を設立し、若者や

女性だけでなく、シニア世代まで、多様な
人材が活躍できるまちづくりを推進してい
ます。
　そのほか、長野県と山梨県が連携し、八ヶ
岳南麓を中心とした「星降る中部高地の縄
文世界」が、５月に文化庁から日本遺産の
認定を受けました。北杜市の梅之木遺跡な
どが構成要素に含まれており、構成市町村
と連携を図りながら地域の歴史的魅力を観
光資源にする事業により、訪日外国人の集
客も進めて参りたいと考えています。
 
3. 増富地域での取り組みについて
　増富ラジウム温泉峡は、秩父多摩甲斐国
立公園の瑞牆山と金峰山の麓にあって、信
玄公の隠し湯として約４５０年の歴史を誇
り、全国有数のラジウム含有量を持つこと
から古くから湯治客に親しまれてきました。
また、平成の名水百にも選ばれた「金峰山・
瑞牆山源流」の本谷川を代表とする渓谷美
や、大小様々な岩が切り立つ瑞牆山の独特
な景観、さらには今尚残る昔ながらの里山
風景が、訪れた方の心を癒してくれます。
今年７月には、新たな基準による国民温泉
保養地計画が承認され、本計画の推進に向
けた、自然療法、食事療法、運動療法と組
み合わせた総合的な療養ができる新しい温
泉地づくりを進めています。
　また、市では、南アルプスユネスコエコ
パークに続き、秩父多摩甲斐国立公園を中
心とした地域のユネスコエコパークの登録
を目指しており、今年３月には、ユネスコ
の国内委員会の推薦が決定しました。県や
関係市町村と連携を図り、登録に向けた啓
発活動、トイレの改修工事や案内看板の充
実など、自然に配慮した環境整備を行って
いるところであります。増富地域は、北杜
市内でも特に高齢化率が高いエリアであり
ますが、脈々と受け継がれてきた文化、風習、
知恵が根付いている地域でもあります。鹿
肉や花豆、大根などの地のものを活用した
特産品づくり、県内外の大学と連携した田
舎体験プログラムの開発など、自然環境の
保全と調和した持続可能な地域社会のモデ
ルとなるべく、取り組みが進められていま
す。

4. 終わりに
　北杜市には増富温泉を含め１０箇所以上
を超える温泉があり、市民や観光客に癒し
を与えてくれる重要な存在です。本フォー
ラムは幅広い知見が集まることから、温泉
が有する魅力や誘客力を高め、ふるさと創
生につながるものと期待しております。
　結びに、健康と温泉フォーラム 2018in 阿
賀野市の開催にあたって、多大なご尽力を
賜りましたＮＰＯ法人健康と温泉フォーラ
ム、阿賀野市の関係各位に感謝申し上げる
とともに、みなさまのふるさとの発展を祈
念しましてご挨拶といたします。
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１　温泉利用型健康増進施設の認可
　豊富町は、北海道最北端の稚内市より南に約４０
km南下した場所に位置し、泉質に含まれている石油
成分が皮膚疾患に効能があるといわれている豊富温
泉を始め、豊かな自然環境を有する町です。
　豊富温泉町営ふれあいセンターは、かねてより切
望しておりました温泉利用型健康増進施設（連携型）
の認可を、昨年７月４日に受け、８月１日より受入
を開始しました。受入件数は、平成３０年３月３１
日時点（平成２９年度分）で１３１件、平成３０年
７月３１日時点（受入開始より１年）で１８１件と
なっております（【受入件数】平成２９年８月 ２５件、
９月 ２２件、１０月 １０件、１１月 ７件、１２月 
１０件、平成３０年１月 １６件、２月 １７件、３月 
２４件、４月 １０件、５月 １１件、６月 ９件、７月 
２０件　【男女比】男性６７人 (３６％)、女性１１４
人 (７３％)　【年齢構成】１０歳以下 １９人 (１０％)、
１０代 １２人 (７％)、２０代 ４０人 (２２％)、３０
代 ３０人 (１７％)、４０代 ４８人 (２７％)、５０代 
２３人 (１３％)、６０代 ３人 (２％)、７０歳以上 ６
人 (３％)）。この実績は、全国２０ある施設の平成２
８年度の受入件数８９件を大きく上回る数字であり、
このように多くの皆様にご利用していただけました
のは、以前より多数の湯治客が全国からご来場いた
だいていたことや、東京都や広島県など北海道外に
も豊富温泉にご理解のある医師がおり、多くの「指
示書」を書いて豊富温泉へ送り出してくださったお
かげであります。現在も、平均して１ヶ月約１０名
から１５名を受け入れており、昨年受け入れた１８
１人の内、約３０％が本認可により制度を利用する
ため初めて豊富温泉に湯治に来られた方であり、認
可による効果も大きいと感じています。
 
2　アトピーフォーラム
　「雪が降りしきる中、ぼろぼろの体を引きずって、
私はたった一人で日本の端っこの方までやってきま
した」
　先日、当町で開催されました「アトピーフォーラ
ム in豊富２０１８」において、現在豊富温泉で湯治
療養をされている女性が発表してくださった体験談
の中でおっしゃっていた言葉です。数年前に脱ステ
ロイドをご決心され、そのリバウンド症状に悩まさ
れる中で豊富温泉のことを知り、遠方より単身で当
町へ来られました。
　　豊富温泉へ湯治療養で来られる方の中には、従
来の治療法が体質に合わず、藁にもすがる思いでやっ
て来られる方が多くいらっしゃいます。アトピーが
重傷化すると、皮膚が剥がれ肉がむき出しになるこ
とから日常動作でさえ難しく、窓から入った風が肌
に当たっただけでも刺激となって痒みがおさまらな

くなることもあり、そのような中で、薬という頼み
の綱を失い「何をやっても無理」と、身体と心の両
方を疲弊し、苦慮されておられます。
　豊富温泉における湯治療養で大事にしていること
の一つに「心の湯治」という要素があります。豊富
温泉の泉質は皮膚疾患に効能があるとされておりま
すが、泉質以外の効能として、入浴時間という同じ
時間を共有することで自然と語り合いの場が生まれ、
他者の意見を聴くことで、自身の症状とどのように
向き合えばいいのか見つめ直すことが出来るという
特色があります。アトピーフォーラムにおいて「温
泉に来て、同じ症状の方と話をすることで気持ちが
楽になった」という体験談を話している方がいらっ
しゃいました。症状の改善だけではなく、湯治療養
中に知り合った方とのつながりにより、心の療養も
行なえることが豊富温泉の誇る最大の特色となって
おります。
 
3　活動の広がり
　このような状況の中で、町としては昨年度より同
フォーラムの重要性を鑑み、町の共催事業として開
催し、町職員も事前準備の段階から参加することに
より、支援体制の充実を図りました。共催２年目と
なる本年は、町職員である保健師が登壇し、基調講
演発表者や湯治体験談発表者と座談会を通じお互い
の意見を交換しました。
　
4　終わりに
　「温泉は地球から恵まれた奇跡の水」という言葉を
最近よく使わせていただいておりますが、前述した
女性が体験談の中で「今ある日常は、幸せのかたま
りで出来ている」とおしゃっていました。一度は死
ぬことまで考えていた方が、豊富温泉に来て再び生
きる希望を取り戻していることは、まさしく奇跡で
あると実感しております。
　近年、豊富温泉は多くの関係者の方たちのお力添
えによって、少しずつ全国の皆様に知っていただけ
るようになりました。増加する湯治客に対し温泉の
抱える課題は未だ多く、繁忙期における浴槽の狭隘
化対策、二次交通の整備、移住希望者の住居や雇用
の確保等、様々な課題に葛藤する毎日でございます
が、奇跡の湯である豊富温泉が、全国のアトピーや
尋常性乾癬でご苦労されている多くの皆様方の財産
としてご利用いただくことを念じながら日々精進を
続けたいと考えております。
　最後になりましたが、本サミットの開催にあたり、
多大なご尽力を賜りましたNPO健康と温泉フォーラ
ムを始め、阿賀野市関係者各位に感謝と敬意を申し
上げるとともに、今後の発展を祈念しましてご挨拶
とさせていただきます。
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工藤 栄光首藤 勝次
大分県　竹田市長

　「地域で活かす温泉 - 生命と心のサンク
チュアリ -、温泉新時代へ」をテーマに新
潟県阿賀野市で「健康と温泉フォーラム
2018 in 阿賀野市」が盛大に開催されま
すこと、心よりお祝い申し上げます。
　
１．竹田市の概要
　大分県の西部に位置し、熊本県、宮崎
県に隣接する本市は、岡藩七万石の歴史
文化薫る城下町や、瀧廉太郎作曲「荒城
の月」のモチーフとなった国指定史跡「岡
城跡」、日本百名山「久住山」を主峰に峰々
が連なるくじゅう連山・久住高原、その
大自然によって育まれる農産物や名水名
湯豊かな都市です。

その中でも国内屈指の高濃度炭酸泉とし
て有名な「長湯温泉」は、温泉街の真ん
中を流れる芹川の流域に五十一の泉源を
有し、毎分およそ 4,100 リッターの国内
でも珍しい炭酸泉が湧出しています
 
２．竹田市の取り組み
　私が 2009 年（平成 21 年）に竹田市
長に就任してすぐ、「個性的な温泉地づく
り」の新たな戦略としてヨーロッパのよ
うに温泉療養に保健を適用させる制度を
提案し、システムの実証実験を経て、同
年導入致しました。これまで日本になかっ
た先進的な施策で、原資は目的税である
入湯税の一部を活用しております。

　この制度は、竹田市観光ツーリズム協
会及び各地域の観光案内所でパスポート
の申請を行い、システムに協賛をしてい
る宿泊施設や日帰り温泉施設で利用後ス
タンプを押してもらい、竹田市観光ツー
リズム協会へ給付申請を行います。申請
後、書類の確認作業ののち、給付金が振
り込まれるという仕組みです。

　制度の導入に伴い、システムを利用す
る滞在者が増え始め、宿泊平均では 5.3
泊（平成 27 年度）の長期滞在の実績が生
まれ、滞在者の来訪時期の分散化も図ら
れています。また、大阪観光大学観光学
部の地域経済影響調査結果によると投資
額に対して 20 倍、3,461 万円の波及効
果があったことも報告され、消費額の向
上、雇用の安定などさまざまな効果を生
み出しております。

　このような取り組みが評価され、
2016 年（平成 28 年）2 月には、日本
ヘルスツーリズム振興機構主催の「第 8
回ヘルスツーリズム大賞」を受賞致しま
した。

　また、世界に冠たる「温泉資源」を活
用した「予防医療・健康づくり」と新た
な観光振興をテーマに、地方創生交付金
事業に取り組み、慶応義塾大学との連携
による「飲泉の医科学的なエビデンス調
査」や本市独自の「竹田市総合インスト
ラクターの育成」といった取り組みも進
めて参りました。

　このような人材を活かして、昨年 7 月
27日には、長湯温泉療養文化館「御前湯」
とＢ＆Ｇ直入海洋センター体育館が、温
泉力協力協定を締結している北海道豊富
町の施設とともに「温泉利用型健康増進
施設（連携型）」として平成 29 年度（第
1 期）の認定を厚生労働大臣より受けま
した。これは一体型を含め、九州では唯
一の認定施設であります。

　最近では、本年度より申請が開始され
ました「ヘルスツーリズム認証」制度の
第 1 期として、本市観光ツーリズム協会
の健康増進プログラムが 10 月 2 日に認
証されました。

　現在、我が国は、急速な少子高齢化に
よる社会保障費や医療費の増大といった
課題に直面しています。これらの解決に
向け、世界有数の温泉大国日本に存在す
る 3,100 ヵ所の温泉地が連携し、新たな
潮流を作ることが必要であり、これこそ
が私たち温泉地の使命であります。

　本フォーラムにおいて、闊達な議論を
重ね、先導的な施策や英知の交流を図り、
温泉資源の更なる有効活用に拍車がかか
るよう期待しております。　
　
結びに、開催にあたり、多大なご尽力を
賜りました NPO 法人健康と温泉フォー
ラム、新潟県阿賀野市をはじめ多くの関
係各位のご努力に深く敬意を申し上げ、
ごあいさつとさせて頂きます。
 

しゅとう　かつじ

1953年生まれ 
大分県竹田市出身。
1972年同志社大学入学。
1976年からの直入町役場職員時代
に炭酸泉を縁としたドイツとの国際
交流を推進し、姉妹都市締結を実現。
温泉療養文化館「御前湯」の初代館長
を務めた後、退職。
大分県議会議員3期を経て
2009年4月より現職となり、
数々の先進的な政策を展開。
2004年国土交通省「観光カリスマ」認定
2015年温泉功労者環境大臣賞2016
年マニュフェスト大賞優秀賞受賞。
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新・湯治セミナー　　パネルディスカッション

1.「新・湯治」推進の取組を本格化！
　健康と温泉フォーラム 2018 in 阿賀野市の
開催に併せて、環境省とフォーラム共催で
「新・湯治セミナー」を開催する機会をいた
だいた。ここでは、環境省が進める「新・湯治」
推進の取組と本セミナーのねらいをご紹介す
る。
 
2. 「新・湯治」の推進と「チーム新・湯治」

　環境省では、「温泉地訪問者が、温泉入浴
に加えて、周辺の自然、歴史・文化、食など
を活かした多様なプログラムを楽しみ、地域
の人や他の訪問者とふれあい、心身ともに元
気になること」を「新・湯治」と定義し、温
泉地や利用者への普及を図ることとしてい
る。温泉地には、「新・湯治」を提供する場
として、楽しく元気になるプログラムの提供
や、環境づくりが求められ、環境省や行政機
関には、「新・湯治」という考え方の普及や、
「新・湯治」によるストレス軽減やリフレッ
シュ効果の把握などが求められる。
　具体的な取組として、環境省では、「新・
湯治」の考え方に賛同する地域、自治体、団
体等を「チーム新・湯治」として緩やかにネッ
トワークでつなぎ、互いに情報・意見交換す
ることとした。今年４月からチーム員の募集
を行ったところ、9 月 7 日現在で 144 件の参
加となっている。チームの活動としては、既
に環境省ホームページでのチーム員名簿の公
開、メールマガジンの発行を開始しており、

今後、年数回程度のセミナーの開催、年
１回の全国会議の開催を予定している。
　今回の「新・湯治セミナー」は、この
「チーム新・湯治」の主な活動の一つで
あるセミナーの第１回目と位置づけて開
催するものである。

3. 「新・湯治セミナー」のねらい

　今回の「新・湯治セミナー」は、テー
マを「地域で活かす温泉」としている。
「新・湯治」は、「新」と銘打っているも
のの、環境省が提案するより前から、既
に多くの地域で同様の考え方での取組が
進められている。このため、パネルディ
スカッションでは、地域ぐるみで先進的
な取組を進めている温泉地の事例をご紹
介いただくとともに、今後「新・湯治」
を進める上で、地域がどのような考え方
で、どのような体制で取り組むべきかな
どについて、意見交換を行うこととした
い。
　
　環境省としては、今回のセミナーを皮
切りに、「チーム新・湯治」の活動を本
格化させたいと考えており、温泉地間や
温泉地と企業などの交流が活発となり、
温泉地の活性化や温泉の健康への活用な
どが進むことを期待している。

基調講演「地域で活かす温泉ー新・湯治プロジェクト」

1.「新・湯治」の推進に向けて
　本セミナーでは、「新・湯治」を提供する
場としての新しい温泉地のあり方を検討しま
す。
　「新・湯治」の定義＝「温泉入浴に加えて、
周辺の自然、歴史、文化、食などを活かした
多様なプログラムを楽しみ、地域の人や他の
訪問者とふれあい、心身ともに元気になるこ
と」（環境省）をふまえれば、「新・湯治」の
実現に向けて、温泉地にはまずもって次の 2
点が求められていると言えます。
　第 1 に、地域資源の再評価と再構成。すな
わち、温泉とともに自然や歴史、文化、食な
ど地域に内在する資源を見つめ直し、それら
を総合して提供する努力が求められます。
　第 2に、地域社会の再評価と再構成。「新・
湯治」の推進のためには、温泉地としての魅
力を総合して提供する、地域としての主体的
な取り組みが求められます。
 
2. 本セミナーのすすめ方～活動の紹介
　そこで本セミナーの前半は、環境省温泉地

保護利用推進室・山本室長から「新・湯治」
の概要について基調講演をいただいた後、
「新・湯治」に先んじて、温泉を核としな
がら、地域の様々な資源を見つめ直して、
地域づくりに取り組んでいる各温泉地の
取り組みをご報告いただきます。
　鳴子温泉郷では、これまでの「現代版
湯治」などの取り組みからさらに一歩進
めて、「湯治文化ビジネス創造プロジェク
ト」として住民とともにこれからの温泉
地のあり方を考え創造する取り組みが始
まっています。
　湯野浜温泉では、「湯野浜１００年計画」
を掲げて、地域としての持続的発展をモ
チーフに、旅館どうしのみならず住民も
巻き込んだ新たな挑戦がはじまっていま
す。
　そして本セミナーの開催地である五頭
温泉郷では、本多静六博士の「村杉ラヂ
ウム温泉風景利用策」を再評価し、地元
の大学や企業、団体と連携しながら、温
泉を核として、地域資源を活用した健康

「新・湯治セミナー」のすすめ方
 

新・湯治セミナー　基調講演

１　はじめに
　阿賀野市は、弘法大師空海が開いた五頭山
を南に抱え、五頭温泉郷や白鳥の訪れる瓢湖、
コシヒカリをはじめとしたおいしい農産物な
ど、自然の恵みが豊かな地域である。
昭和５７年４月に四つの学校が統合してでき
た笹岡小学校は、学区に出湯温泉、今板温泉、
村杉温泉の五頭温泉郷があり、また五頭山の
伏流水として湧き出るたくさんの清水が点在
している。古い歴史、多様な文化がある。
校庭には越後三清水の一つである名水「岩瀬
の清水」があり、市内外から毎日多く人が清
水を汲みに訪れる。
「湧きいづる　山の泉を引き入れて　先生と
生徒も大切にのむ」中野正吾氏がかつて宮中
歌会で詠んだうたのとおり、現在は、子供た
ちに利用され、地域の人たちや子供たちの手
によって大切に守られてきている。
笹岡小学校では、地域の自然や文化、産業を
学んだり伝統芸能を伝承したりする活動をと
おして、児童のふるさとへの愛着や誇りの育
成に力を入れている。

２　全校登山と温泉入浴（学校行事）
毎年９月下旬には、保護者や地域のボラン
ティアの協力を得て、全校五頭山登山を行っ
ている。全校が２０の班に分かれ、６年生の
リーダーを先頭に１～６年生が声を掛け合い
登頂を目指している。頂上からは蒲原平野や
佐渡、粟島、飯豊連峰など雄大な景色が味わ
える。登山後には「郷土の自然・文化の感得
と故郷かけがえのない思い出づくり」という
願いから村杉温泉旅館のご厚意により、温泉
に入れていただいている。
登山の前には全校集会をもち、４年生が「五
頭温泉」について全校にレクチャーする。ラ
ジウム温泉の特徴や入浴方法、入浴マナーに
ついて全校が学んだ。
登山後、疲れた体を温かい温泉で癒やす。「登
山の後の温泉は気持いい。疲れが吹っ飛んだ」
と子どもたちは大はしゃぎだった。

全校登山は、地域のボランティアや温泉旅館の
皆様の温かいご協力によって成立する行事であ
る。子どもたちは、感謝の気持ちをメッセージ
にまとめ、かかわってくださった方々に届けて
いる。
３　４年生総合的な学習「五頭の自然から学ぶ」
（温泉の恵み）
ねらい
五頭温泉郷の歴史、特徴を調べるとともに、温
泉を守り、生かしている人々の苦労や生きがい、
五頭温泉への思いに気付くことで、五頭温泉の
よさや大切さを多くの人に伝えられる。
（２）学習の実際
５月、笹神地区にある五頭温泉郷について興味
関心を深めるために、インターネットやパンフ
レットなどで温泉の歴史や効能などについて調
べ学習を行った。7月、各温泉（出湯温泉、今
板温泉、村杉温泉）を実際に見学し、温泉につ
いて知識を深めた。9月、八つのグループに分
かれ、各温泉旅館に行き、施設の見学や温泉に
携わる人々の思いや願いを聞かせてもらった。
子どもたちは、自分たちで自慢できる温泉のよ
さを学び、できるだけ多くの人に伝えようとと
ても意欲的に活動した。グループ毎に分かれ、
複数の温泉旅館を訪問したことで、各温泉の違
いや旅館毎の違いに加え、五頭温泉に関わる方
の共通の思いや願い（泉質のよさとお客さんの
健康や癒やし、おもてなしの心、豊かな自然を
生かした空間と食事）に気づくことができた。
全校五頭登山前の、子どもの手による五頭温泉
についての学習会（温泉の効能、入浴方法、入
浴マナー）は、その後の入浴の際の事前学習と
なり、温泉文化の継承に繋がった。
10月に行われる温泉フォーラム 2018 の発表
内容は、五頭温泉の魅力、効能、歴史、創作ダ
ンスなどである。これまでの学習を通して、子
どもたちの五頭温泉郷を中心とした地域への愛
着は非常に高まり、そのよさを一人でも多くの
人に伝えたいいという気持ちで一杯となってい
る。ぜひ、大勢の方に五頭温泉の恵みが伝われ
ばと願っている。

～４年生　「五頭の自然から学ぶ」（温泉の恵み）～ 阿賀野市立笹岡小学校
ふるさとへの愛着や誇りをもった児童を育てる取組教育

市民フォーラム

コーディネーター
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総括講演「統合医療と温泉の可能性」

（バーデン・バーデンの街並み）

生活習慣の乱れや心身の不調は現在の日本で
も問題となっています。現代の都会の生活で
は仕事や付き合いなどで無理をすることが多
く、ストレスを長期間受ける反面、ゆっくり
休める時間は限られてきます。若いうちは無
理もできますが、その状態が長期間にわたる
と心身の不調をきたし、うつ病や慢性痛など
の病態を惹起してしまいます。現在の日本は
超高齢社会となり、高齢者はよりストレス耐
性が低くなり、生活の若干の不摂生や変化で
も体調を崩しやすくなります。

　高齢者でも健康で元気に生活している方々
も沢山います。そこで違う点は、身体と心の
メンテナンスを定期的にしているかどうかに
あると思います。生活習慣では、朝の覚醒と
夜の睡眠のリズム、バランスを考え、食事も
カロリーだけでなく野菜やたんぱく質もしっ
かり摂取していく必要があります。睡眠＝吸
息、食事＝栄養になりますが、心身を元気に
維持するには定期的な運動が必要となりま
す。運動で筋肉や骨に刺激を与えて、食事で
栄養を与え、睡眠で回復の時間を与えます。
これらのサイクルにより沢山の薬を飲まなく
ても健康でいられる体を作り維持することが
可能となります。また、毎日同じ生活リズム
を続けているとマンネリ化してきます。そこ

で自然豊かな温泉地にしばらく滞在して環境を
変えつつ、温泉にゆっくり入り、人間本来の自
然治癒力や感性を呼び戻すのもとてもよい転換
になります。ドイツには有名なバーデン・バー
デンという保養地域があり、そこには劇場や美
術館、博物館などの娯楽施設があり、散策する
ことのできる公園や散策路も整備されていまし
た。リラックス効果と温泉の効果の両者があり、
ヨーロッパの方々に好まれておりました。ドイ
ツでは保養は当たり前でまとめて２週間休暇を
取り温泉に行くのは当たり前のことでした。

　日本は火山国であり、全国各地に温泉があり
ます。病気後の静養だけではなく、健康維持と
いう面からも心身のリセット、免疫力向上の目
的で温泉を定期的に活用していくことが、現代
日本人の新しい生活スタイルになるのではない
でしょうか。そのためには、温泉地も現代に合
わせて変わる必要があるかもしれません。散策
ができて温泉地ならではの清らかな空気が沢山
吸える環境、高カロリー＋お酒＝宴会だったこ
れまでの料理から地元の野菜、タンパク質も取
り入れて偏りのないものに（薬膳料理なども良
いでしょう）、四季の移り変わりを体感できる環
境、地元の方々の真心、温泉の良さを十分に満
喫できる現代風の温泉地が望まれます。

五頭温泉郷の「温泉発見・開湯伝説」と次なる課題

（ミュンヘン大学ペイン
クリニックで行っている
自然療法の内容）

特別寄稿

はじめに
　五頭温泉郷での「五頭」とは，山形・福島・
新潟の県境に位置する飯豊連峰の前山にあた
り，越後平野の右側に位置する五つの山（峰）
の総称である。それらは一の峰から五の峰ま
でからなり，いずれの峰も 860 ～ 910m ほ
どの同じ位の高さ（平均 881m）であり，五
つの頭が並んでいることから古くから五頭と
呼ばれてきた。現在の新潟県阿賀野市から南
隣に位置する阿賀野川沿いの阿賀野町に跨
がっており，海岸（日本海）から 20 ㎞，阿
賀野川の近接地点から 10 ㎞程度の距離にあ
り，比較的平坦でもあり，人びとの往来も古
くからみられていた。温泉の発見・開湯に関
して，五頭温泉郷には古い時代からの伝承が
残され，越後国（現在の新潟県）最古の温泉
地であると称されてきた。　　
　本稿は，五頭温泉郷の温泉発見・開湯伝説

に登場してくる人物とその意味を考察し，現在
まで五頭温泉郷を育て，守ってきた人たちの “思
い” を考察したものである。　

１．開湯伝説の意味するもの　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　
　温泉大国として知られているわが国には，そ
れぞれに特徴のある温泉が各地に存在している。
温泉のすべてが発見・開発に関する記録や逸話
を有しているとは言えないが，古くから人びと
に利用されてきた長い歴史のある温泉は各地に
存在している。　　　　
　温泉の発見・開湯伝説には，建国神話とそれ
に繋がる逸話，ある時代に活躍した著名な武将
や僧侶あるいは芸術家や学者などの活動や業績
に基づくもの，また人間に比較的身近な存在で
あった動物類に関わる物語などがある。それら
には不可思議な事象をもたらす超人的力をもっ

健康と温泉フォーラム顧問

●

　温泉インフラが整い、次はそれを活用したソフ
トの確立です。平成２９年度の経済産業省のリビ
ングラボプロジェクトに参加させて頂き、地域の
普遍的価値である「海・白浜・温泉」を基本とし
たクア・エコビレッジ構想と地域発の新たな価値
である「ヒューマノーム解析」を融合させ、地域
住民が旅館で働き、海と浜で運動し、温泉に浸かり、
地元素材を食し、その結果としての健康の在り様
を「ヒューマノーム解析」で検証するという構想
を造りました。平成３０年度には経済産業省の未
来の教室創出実証事業を受託させて頂きました。
この事業はリビングラボでの構想を具現化してい
く過程で関わった私たちの考え方、行動がどの様
に変化したかを検証していく取り組みです。

　また本年６月には環境省より国民温
泉保養地の認定を頂きました。そこで
リビングラボと未来の教室と国民温泉
保養地の概念を融合し、持続可能な地
域の在り様を浮き彫りにできればと考
えています。更にこの取り組みにリカ
バリーというコンセプトを加え展開す
ることにより、来訪者の増加につなげ
ていければと考えております。
　湯野浜１００年株式会社のこの様な
取り組みが「新・湯治」の一つのあり
様ではないでしょうか。今日ここに集
い、ご縁を頂いた皆様と闊達な意見交
換をさせて頂ければ幸いです。

総括講演

統合医療と温泉の可能性

　高山 真
東北大学病院漢方内科　
副科長・医局長
東北大学病院
総合地域医療教育支援部 副部長

　私は山形県の肘折温泉の出身で、家は旅
館をしておりました。中学まで肘折温泉で
育ちましたが、よく父親に山に連れていて
もらったのを覚えています。生来体が弱く
アトピー性皮膚炎に悩まされておりました
が、毎日温泉に入っていたところ結果的に
中学を卒業することにはきれいな肌にな
り、現在に至っています。

　肘折温泉は肘折カルデラの中にあり、開
湯は奈良時代の大同 2年（807年）、豊後
国出身の源翁がこの地を訪れた際、老僧よ
り肘を折った際に治療した温泉を教えられ
た、という伝説が残っています。名前の通
り、打ち身や切り傷、神経痛などに効果が
あり、筆者が生活していた昭和の頃は、農
繁期が過ぎると多くの農家の方々が米を持
ち自炊をしながら長期間湯治に来ていまし
た。肘折温泉で育ち、自然に慣れ親しんで
過ごしていた期間が長かったことからか、
将来は自然を活用した医療ができればと考
えるようになり、医師になってからも東洋
医学や自然を取り入れた医療の勉強を続け
てきました。

　近年の西洋医学１００年は、物質の同定
や精製技術、診断機器の高度化が進み急激
に発展してきました。特に薬は生薬などか
ら物質が単離され生成されことにより様々
な用途に使用されるようになりました。ま
た、CT や MRI、内視鏡など様々な画像診
断が発達し、非常に低侵襲で体の中を見る
ことが可能となってきました。

これらの進歩により、西洋医学の診断技
術、治療技術は飛躍的に進歩し、多くの
恩恵を得るまでに至りました。一方で、
近年では西洋医学的治療や対応が難しい
病態も増え、社会的な問題にもなってき
ています。特に慢性痛については、西洋
薬の消炎鎮痛薬は効果が乏しく、現在で
は脳や心に関連する疾患ととらえられて
います。うつ病との関連も指摘されてい
ます。

　私は、歴史的に自然療法を取り入れて
きたドイツのミュンヘン大学ペインクリ
ニックに留学する機会があり、ドイツの
自然療法を見る機会を得てきました。ミュ
ンヘン大学ペインクリニックでは、西洋
医学的治療で十分な治療効果が得られな
い慢性痛や心身症の患者さんを対象に、
４週間の自然療法プログラムを行ってい
ました。その治療法には、鍼治療、呼吸
療法、芸術療法、物理療法、リハビリテー
ション、精神療法、気功療法、音楽療法、
栄養学指導などがあり、患者さんはこれ
らの治療をすべて受け、その結果自分に
合うものを選択して以後外来で継続する
というプログラムでした。ここでとても
印象に残ったのは、患者さんが積極的に
症状を向き合い治療に参加しているとい
う点でいた。ここで学んだことは、慢性
的な症状には、生活習慣の乱れ（不摂生
や運動不足など）や心身のアンバランス
が関与していることがとても多いという
ことでした。

たかやま　しん
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